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　　　　（9）装置が多少複雑であり建設費がかNる．

　　　　（10）脈石の分離が不完全であるので溝過を必要・

　　　’　この法は原理的にはおそらく他のどの方法よりも勝つ

　　　ていると考えられるが、・工業化の成否は装置の如何に懸

　　　つており，なお相当の困難があると思われる．給鉱装置，

　　　捕集装置にも在来の製錬法とは全く異つた形のものを計

　　　薗しているが詳細は未だ発表の段階にないので省略す

　　　る．過熱水蒸気の代りに他の不活性ガスを使用すること

　　　亀検討中である．

　　　　各製錬法の比鮫．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　以上主な製錬法についてその特色を挙げたが，いずれ

　　　も一長一短があり，鉱石の種類や他の立地条件に応じて

　　　適当な方式を揮用することが第一に考慮されねばならな

　　　い．本邦の鉱床にはFrasch法を適用できる亀のはない

　　　のでこの方法は論外として，焼取法は従来の経験もあり，

　　　簡単であるから将来ともかなり広く行われるであろう．

　　　しかし煙害問類で最近は敬遠される傾向にあるご蒸気製

　　　錬法は煙害を伴わず都市地区での製錬も不可能ではない

　　　が，鉱石の晶位が低下すると収率がいちじるしく低下す

　　　ることが大きい欠点であり，C．C．C．法のように浮遊選

　　　鉱との併用が望ましいが硫黄メーカーは一般に小規模な

　　　ものが多いので，固定資産の大きくなる点普及は困難と

　　　見られる．溶剤抽出法の中野口研究所式と三井式は工業

　　　化の可能性は十分あると考えられるが，何分溶剤回収法

　　　その他に難点があるので，量産に適するかどうかは工業

　　　化の成績を見た上でなければ断定し難い．生研式は短期

　　　間に工業化できるとは考えないが将来特に米国などでは

　　　この種の方式を採用することはナ分予想されろ・Frasch

　　　響灘濃篇欝礁募響馨募

，諺1鞭灘灘鵬碧讐研究
　　　　硫黄の成型に関する問題M
　　　　硫黄は従来円筒型イソゴット（70kg）と微粉状の二種
犠

　　　類が市販されている．前者は運搬中壊れやすく後者は価
鴛

　　　狢が高い．特に輸出の際には前者を塊状にくだいて包装

　　　している現状である．筆者は本所桑井助教授と協同して

　　　硫黄の粒状化を研究し一応好結果を得た（eo）．これは熔

　　　融硫黄をノズルから温水中に噴射固結させるもので，直

　　　径0．5ミリ程度（条件により任意に変え得る）の揃つた

　　　球形をしており工業化すれば現在のイソゴットとほとん

　　　ど差のないコストで製造できる．この種の形状をしk硫

　　　黄は流動性がよく固体のまNバルブで容易に流出量が調

　　　節できるのでゴムの加硫，ご硫化炭素（電気炉）製造用

　　　として便利であると考えられ，近く両渚の実地試験を行

　　　うことになつている．硫黄製錬に関連して硫黄の形状，

　　　包装，輸送なズの問題も再検討されるぺきであろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1952．7．28）
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